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総会予告

第 81回東京女子医科大学学会総会

日時平成 27年 10月 10日(土) 13:00'"'"' 15: 15 

会場東京女子医科大学弥生記念講堂

対象 本会会員，本学学生 ・教職員，一般

総合司会幹事佐藤麻子

総 会 13:00'"'"'13: 15 

挨拶

庶務報告

会計報告

庶務幹事内田啓子

会計幹事遠藤弘良

シンポジウム「グローバル社会における感染症J 13:15'"'"'15:15 

座長(東京女子医科大学医学部国際環境 ・熱帯医学主任教授)遠藤弘良

1. グロ ーバルな新興感染症

(東北大学大学院医学系研究科微生物学分野教授)押谷 仁

2. グロ ーバノレに広がる熱帯病

((独)国立国際医療研究センター研究所熱帯医学 ・マラリア研究部部長)狩野繁之

3. グロ ーパルな トラベノレにおける感染症予防

(東京医科大学病院渡航者医療センター 教授)演田篤郎

ディスカッション

問合せ先 :東京女子医科大学学会

干162・8666 東京都新宿区河田町 8・1

東京女子医科大学 中央校舎 3階 学会 室

Tel ・代表 03-3353・8111(内線 22314)
Tel & Fax 03-5269-7403 (直通)

email gakkai.bi@twmu.ac.jp 
URL http://www.twmu.ac.jp/gakkai/ 
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免疫ー掲載予定一

執筆者 所属 ァーマ 掲載号

八木淳二 微生物学免疫学 1.自然免疫と獲得免疫 85 (1) 

有賀 淳 先端生命医科学研究所 2.腫蕩と免疫ーがんワクチンー 85 (2) 

勝又康弘 リウマチ内科 3. 自己免疫性疾患の最近の知見 85 (3) 

清水京子 消化器内科 4. IgG4関連疾患 85 (4) 

5. アレルギー疾患と免疫異常

檎垣裕子 皮膚科 ①アトピー性皮膚炎 85 (5) 
野中学 耳鼻咽喉科 ②アレルギー性鼻炎，副鼻腔炎，気管支端息 85 (5) 
田中柴ー リウマチ内科 6.免疫学的治療法としての生物学的製剤 85 (6) 
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学会・研究会抄録 (東女医大誌第時 第3号)
頁 114~1l5 平成 27年6月j

第 45回東京女子医科大学・神経懇話会

日時:2015年 1月27日(火)18: 00~20 : 00 

場所:東京女子医科大学臨床講堂第 2

一般演題 18: 15~ 19: 00 座長(病理学(第一))津田達男

1.脳梗塞ペナンブラにおけるリゾホスファチジルコリンの関与

(東京女子医科大学 l医学部病理学(第一)教室神経内科)猪瀬悠理北JI[一夫柴田亮行1

2.左下肢不随意運動にて大脳皮質基底核症候群 (corticobasalsyndrome)が考慮された 1例

(東京女子医科大学神経内科)久保田愛，樋口瑛子，喜古英一，飯嶋 睦，北川一夫

3. Time-SLIP法を用いた体位による脳脊髄液動態解析

(東京女子医科大学 I医学部3年画像診断・核医学科)新井桃子阿部香代子坂井修二2

4. Angelman症候群に類似した表現型が， X染色体上の SLC9A6遺伝子変異に起因することが判明した

17歳男子の 1例

特別講演 19: 00~20: 00 

(東京女子医科大学小児科)七字美延，舟塚真，小園弘量，大津真木子，永田 智

座長 (病理学(第一))柴田亮行

組換えウイルスを用いた ALS病変モデルの樹立と解析

((公財)東京都医学総合研究所神経変性病理・プロジ、エクトリーダー)渡部和彦

当番世話人:(東京女子医科大学医学部病理学(第一))柴田亮行

1.脳梗塞ペナンブラにおけるリゾホスファチジルコ

リンの関与

(東京女子医科大学 l医学部病理学(第一)教

室神経内科)

猪瀬悠理1.北川一夫2.柴田亮行l

急性期脳梗塞ペナンブラでは炎症が起こっており，状

況が改善されないと中心部壊死巣に巻き込まれる. した

がって，ペナンブラの炎症反応制御は残存細胞を保護す

ることで患者の予後改善に貢献すると期待される.我々

は最近，ペナンブラにおいて，脂質由来炎症性メデイエー

ターの一種リゾフォスファチジルコリン (LPC)を産生

放出する分泌型ホスフォリパーゼ A2 (sPLA2) がニュー

ロンとアストロサイトで， LPC受容体である G2Aと

P2X7Rがミクログリアでそれぞれ強発現していること

を報告した本研究では，剖検脳を用いた炎症促進性遺

伝子産物の免疫組織化学およびマウス由来ミクログリア

培養細胞株BV-2を用いた免疫細胞化学と RT-qPCR解析

を行った解析物質である monocyteattractant protein-1 

(MCP-l)とそのレセプターCCR2，interleukin-1s (IL-1s) 

およびinducibleNO synthase (iNOS)の免疫活性は，

ペナンブラのミクログリアで増強していた.BV-2細胞も

G2A， P2X7R， MCP-l， CCR2， IL-IsおよびiNOSの免

疫活性を呈した. BV-2細胞における MCP-l， CCR2， 

IL-1sおよびiNOSの転写レベルは LPC刺激で、有意に上

共 催:東京女子医科大学・エーザイ(株)

昇しこれらは抗 G2A中和抗体や P2X7Rアンタゴニス

トの前処理で有意に抑制された.以上から，ペナンブラ

では LPCがミクログリアにおける MCP-l， CCR2， IL-1s 

およびiNOSの発現を増強することが判明した.

2.左下肢不随意運動にて大脳皮質基底核症候群 (Cor-

ticobasal syndrome)が考慮された 1例

(東京女子医科大学神経内科) 久保田愛・

樋口瑛子・喜古英一・飯嶋 睦・北JI[一夫

症例は 74歳の女性である. 72歳時に左下肢の不随意

運動で発症した入院時，神経学的所見として左上肢の

協調運動障害，左下肢の筋強剛と痘縮，左下腿のジスト

ニー様不随意運動，左足関節以下の背屈外反一底屈内反す

る振戦様不随意運動，左足皮質性感覚障害，歩行障害を

認めた.脳血流SPECTでは右優位に中心領域上部一両側

頭頂葉上部に血流低下を認めた.また， DaT-SPECTで

は右優位に線条体へのドパミントランスポーター結合能

の低下がみられた左腔骨神経の体性感覚誘発電位では

long-loop responseが出現し，左下肢の不随意運動は大

脳皮質感覚運動野が起源と推察された.以上の所見より，

大脳皮質基底核症候群 (Corticobasa1 syndrome)と診断

した神経症候は“alienlimb phenomenon"と解釈された

が，その下肢症候としての振戦および大脳皮質の関与は

我々の報告以外では検索し得ず，新たな知見と思われた

-114ー



雑報

O編集担当幹事会

日 時平 成 27年 3月2日(月)18: OO~ 
場所総合外来センター 1階セミナー室

議題東京女子医科大学雑誌 85巻 3号査読結果審

議，第86巻掲載シリーズ， Secondary publica-

tion，査読依頼方法の見直し， Crosscheck構
築とテスト協力願い，など

O集会担当幹事会

日 時平 成 27年 3月24日(火)17: 30~ 
場所 D会議室

議題 第351回例会，第31回吉岡弥生記念講演会，

編集後記

平成 27年評議員会，第 81回総会，そのほか

について

私は， 2011年4月に東京女子医科大学にまいりまし

た就任後間もなく山本雅一教授から学会編集担当幹

事を仰せつかりました当時，先代の泉二登志子幹事

長のもと東京女子医科大学雑誌編集に携わり，多くの

先生方とお仕事ができました.ほとんど知り合いのい

ないところでとてもありがたい山本教授のご配慮で

あったと感謝しております.時は流れ，津田達男幹事

長のもと，副幹事長を仰せつかりはや 3年が過ぎまし

た.東京女子医科大学雑誌の総説は，幹事長の原案を

幹事が議論し内容を練って学内の専門家に依頼してお

り，総じて，格調が高いがわかりやすいと自負してい

ますし出来上がった雑誌を読むのが楽しみです.一

方で，原著は，時に 論文の体をなさないものが投稿

されてくることがあります.それを，丁寧に指導し

学位論文にまで仕上げていくことがまれではありませ

ん.指導医はどうなっているのだろうと初めは驚'博し

ましたが，皆素直に一生懸命訂正してきますので，出

来上がったときの喜びはひとしおです.共著者になっ

たような気分です.応えてくる限り見捨てないのが編

集幹事の粉持です.苦労するのが退任記念号です.玉

石混靖とはよく言ったもので，随筆寄稿と勘違いされ

ている原稿や滑り込み学位審査論文が少なからず含ま

れており，その扱いに苦労してきました.幹事も苦労

していますが，何より多忙な診療時間を割いて査読し

てくださる先生方に本当に頭が下がります.査読頂い

ている先生方にこの場を借りて感謝の意を表したいと

思います.

(2015.3，江川裕人)

編集担当幹事:阿部光一郎 青見茂之 江川裕人O 遠藤弘良 測之上昌平 萩原誠久

林和彦 槍垣祐子 平津恭子 石田英樹 神尾孝子 糟谷英俊

木林和彦 小谷透 松井英雄 野中学 大貫恭正 斎藤加代子

坂元薫O 棲井裕之 津田達男。 清水洋子 篠崎和美 杉原茂孝

玉置淳 田中淳司 谷口敦夫 徳重克年 内田啓子 内潟安子

山口直人 (ABC}II見。幹事長， 0副幹事長)
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東京女子医科大学雑誌投稿規定(平成 26年9月改訂)

1.投稿資格:投稿は共著者も含め本会会員に限る.但し，

本学に籍のない共著者は会員であるかを問わない.ま

た，準会員のみでは投稿できない.

2.原稿種類:投稿内容は原著，総説，報告，抄録，などと

する.いずれも未発表のものに限る.

3.倫理:人を対象とした論文は，東京女子医科大学倫理

委員会規程ならびに遺伝子解析研究に関する倫理審査

委員会規程に則って行われた研究であり ，また動物を

用いた研究は本学動物実験倫理委員会基準を道守して

行われた研究でなければならない.なお，本学以外で行

われた研究の場合は，これに準ずるものとする.

4.採否・掲載順:原稿の採否，掲載順は編集担当幹事会

において決定する.受理した原稿は原則として返却し

ない.

5.著作権・版権:本誌に採用された場合，著作権は本学

会に委譲され，版権は本学会に帰属する.

6.転載・引用:既出版の図表を転載・引用する場合は必

ず出典を明示する.その際，著作権の所有者の転載許可

を必要とする.

7.依頼原稿:総説は原則として編集担当幹事会の依頼に

よるものとしその著者は本会会員に限定しない.掲載

料ならびに別刷 50部までを無料とする.

8. 抄録:編集担当幹事会が必要と認めた学術集会の抄録

その他に関するものは有料で掲載することができる.

本会が認定した分科会の場合は刷上り 2頁まで無料と

する.

9. 臨時増刊:依頼により臨時に特別号を発行することが

できる.費用は依頼者の全額負担とする.

10. 料金:掲載料は普通紙で，和英論文とも刷上り原著・

総説は 4頁，報告は 2頁まで無料，超過 l頁につき

5，000円とする.別刷は 50部単位で表紙に明記し実費

とする.

11. 投稿締切:原則として偶数月 7日を締切とする.

12. 提出:原稿3部，投稿申込書，チェツクシート，電子媒

体 (USBなど)を提出する.英文論文は英文校閲証明

書も提出する.投稿申込書は主任教授または指導者の

承認，共著者の同意，著作権の委譲に関して証明したも

の.

13. 校正:初校・再校とも著者校正を原則とする.大幅な

改変は認めない.

14. 原稿枚数の上限

原著・総説は刷上り 10頁(図表含む)程度，図表 10

点程度とする.報告は刷上り 6頁(図表含む)程度，図

表 5~6 点程度とする.

15. 原稿の書き方:

1)書式:原稿は A4判に横書きとし上下左右余白・行

間を適宜とり，本文最初の頁に文字数×行数の設定を

明記する.

2)表紙:表題，所属，主任または指導者氏名，著者氏名

(フリガナ)，英文表題，ローマ字著者名(名・姓の)11夏，

姓は大文字)，英文所属 著者連絡先を書く.

3)要旨:和英論文とも，和文要旨 (800字以内)，英文要

旨 (200語以内，英単語5個以内のキーワード)を添

える.

4)英文論文は本文・英文要旨・図表およびその説明の

英文校閲を受け，その証明を添付する.

5)構成:原則として，緒言，対象および方法，結果，考

察，結論，利益相反，文献，図の表題と説明，図，表，

の順とする

6)図(写真)・表:図表およびその説明は，和英論文とも

英語表記とする.図はそのまま印刷できる明瞭なもの

とし修飾(立体や網掛けなど)しない.図番号を明

記する.図の表題と説明は別紙に一括する.カラー写

真・アート紙使用はその旨明記し，トレースを要する

場合もともに実費を徴収する.表は横線のみで構成

し表題・説明を含めたものとする.

7)用語・単位:当用漢字，現代かなづかいを用いる.専

門用語は学会で統一されたものを用い，略語は初出時

に正式用語またはスペルを記載する.度量衡の単位，

記号は国際単位系 (S1)を原則とする.数字と単位の

聞は， oCと%を除き， 1スペースあける.

8)文献:本文表出順に番号を付け，次の形式で記載す

る.著者は 3名まで記載し外国人名は姓名の順とす

る雑誌名の略記は医学中央雑誌およびMedlineに

従う.

雑誌;

川村雅枝，重本六男，森吉百合子ほか:ラット cys-

teamine十二指腸潰蕩の発生機序について.東女医大

誌 56: 668-676， 1986 

Quimby GF， Bonnice CA， Burnstein SH et al: Ac-

tive smoking depresses prostaglandine systhesis in 

human-gastric mucosa. Ann Intern Med 104: 616-

619， 1986 

Jurgens HA， Johnson RW: Dysregulated neuronal-

microglial cross-talk during aging， stress and inflam-

mation. Exp Neurol 2010， doi: 10.1016/j.expneurol. 

2010.11.014， Published online (accessed on Aug 28， 

2010) 

単行本;

城所良明:神経筋接合の形成.，筋発生の細胞生物学J
(小沢英二郎，嶋田 裕，真崎知生編)， pp259-282， 

学会出版センター，東京 (1983)

Kahn CR， Roth J: Insulin receptorsin desease states. 

In Hormone-Receptor Interaction (Levy GS ed)， pp1-

29， Marcel Dekker， New York (1981) 

Bargman JM， Skorecki K: Part 13. Disorders of the 

Kidney and Urinary Tract. Chapter 280. Chronic Kid-

ney Disease. In Harrison's Online. The McGraw-Hill 

Companies， New York. http://www.accessmedicine. 

com/content.aspx?aid = 9130075 (accessed on Sep 5， 

2011) 

16. 電子媒体:USBなどに原稿と図表のファイルを保存

し，ソフト (version)筆頭著者名，所属を記す.

17.連絡先:投稿，編集，印刷に関する問い合わせ等はすべ

て下記宛とする.

〒162-8666 東京都新宿区河田町 8-1

東京女子医科大学 中央校舎3階 学 会 室

Tel.代表:03-3353-8111 (内線22314)

Tel & Fax: 03-5269-7403 (直通)

E司mailaddress : gakkai.bi@twmu.ac.jp 

URL : http://www.twmu.ac.jp/gakkai/ 



平成25年9月

投稿申込書

平成年月日

東京女子医科大学学会編集担当幹事長殿

下記論文を貴誌に投稿いたします。この論文は他誌に未発表であり、また投稿中でもありません。

採用された場合には、この論文の著作権を東京女子医科大学学会に委譲すること、当学会と契約を交

わした Webサイトへ全文または要旨を収載することに同意いたします。

なお、本論文の内容に関しては、著者(ら)が一切の責任を負います。

三三l
一
題
一

一
表
一

一
文
一

-
a
n
-

-

き
百
一

名 著者全員の署名が必要です。欄が足りない場合はコピーして 2枚提出して下さい。

① 年 月 日 ② 年 月 日

③ 年 月 日 ④ 年 月 日

⑤ 年 月 日 ⑥ 年 月 日

口原著(口学位申請論文) 口総説 日報告 口ほか(

原稿種類 口に〆または×を入れて下さい。

原著・学位申請論文の場合、主任教授または指導者の署名が必要です。

|連絡先 口医局・教室 口出張先 口自宅

氏名 l所属|

住所 T 

Tel I Fax I IE-m山 dressI 

|請求書宛名| 口筆頭著者名 口医局教室名 口ほか(

|請求書送付先 口医局・教室 口出張先 口自宅

氏名 |所属|

住所 T 

利益相反

IR※登録

口なし 口あり

口同意しない
学会室記入欄:

論文受付日

論文受理日

受付番号

年月

年月

日

日※IRとは「東京女子医科大学学術リポジ トリTwinkleJ
(http://ir.twmu.ac.jp/dspace/)のこと。

IRには全文を登録します。

図のない場合は同意していただいたものといたします。



東京女子医科大学雑誌~チェツクシート~

以下の口にすべてチェックが入った状態で投稿してください

提出書類

口原稿3部

口投稿申込書

く原著の場合>

口主任教授または指導者の署名

く英文論文の場合>

口英文校閲証明書

口電子媒体

口表紙・本文(倫理審査利益相反を含む)・文献を「本文Jファイルとする

口英文要旨を「英文要旨Jファイルとする

口和文要旨を「和文要旨」ファイルとする

口図・写真の説明を「図説Jファイルとする

口図圃写真または表を「図Jr表」ファイルとする

口チェツクシート(本紙)

原稿書式

口A4判用紙

ロ行間1.5行程度あける

口ページ番号を付す

口小見出しの番号は、 1.→1)→(1)→①の順で使用する

口図表箇所を原稿右余白に記す

ロ略称を用いる場合、初出時に定義する

ロ修飾文字(イタリック，上付き下付き，プライム等)を指定する

口原稿枚数の上限内である

く原著と総説の場合>

口刷上り頁数(図表含む) 10頁

口図表 10点

表紙

口A4半IJ用紙1枚におさめる

く和文論文の場合>

<報告の場合>

口刷上り頁数(図表含む)6頁

口図表 5......6点

く英文論文の場合>

平成25年9月

口原稿の種類 ※原著/総説/報告など 口原稿の種類 ※Original~Review~Report など

口和文タイトル

口和文所属

口著者氏名(フリガナ)

口英文タイトル

口ローマ字著者氏名 ※名・姓の順，姓は大文字

口英文所属

基茎重量
口A4判用紙1枚におさめる

口英文タイトル

口ローマ字著者氏名 ※名・姓の)1民姓は大文字

口英文所属

口本文200words程度

口KeyWords (英単語5個以内)

担茎重量
口A4判用紙1枚におさめる

口和文タイトル

口和文所属

口著者氏名(フリガナ)

口本文8∞文字程度

口英文タイトル

口ローマ字著者氏名 ※名・姓の順，姓は大文字

口英文所属

(裏へ)



杢茎噴盛
く総説の場合>

口はじめに Introduction 

口おわりに Conclusion 

口文献 Reference 

く原著の場合>

口緒言 Introduction 

口対象および方法 Materialsand Methods 

口結果 Results 

口考察 Discussion 

口結論 Conclusion 

口文献 Reference 

く報告の場合>

口緒言 Introduction 

口症例 Case Report 

ロ患者 Patient 

口主訴 Chief cαnplaint 

口既往歴 Historyof past i I Iness 

口現病歴 History of present i I Iness 

口血液生化学検査 Bloodgases など

ロ結果 Results 

口考察 Discussion 

口縮命Conclusion

口文献 Reference 

金翠蓋葦 ※該当する場合は承認を得たことを“対象およぴ方法"で記載してください

口承認済

ロ非該当

到益担亙 ※文献の前に記載してください

くない場合>

口「開示すべき利益相反状態はない。JrThe author(s) indicated no confl icts of interest. Jなどと記載する

くある場合>

口「この研究の0%はxxxからの支援により行った。Jr About 0%  of th i s study was supported by xxx. Jなどと記載する

茎盤
ロ文献引用箇所を本文中に明記する

口文献番号は本文表出順とする

ロ著者名は姓・名順とする

口省略を表すピリオドは不要

口雑誌名は略記する

ロ終頁は省略しない (例)正:234-236 誤:234-6 
口その他、記述法が正しい

く雑誌の場合>

著者名 3名+ほか または etal :論文のタイトル.雑誌名の略記巻(号):始頁4冬頁，発行年

く著書(和文)の場合>

著者名 3名+ほか:引用章タイトル r書名J(編集・監修者名)， pp始頁4冬頁，出版社，出目脚色(発行年)

く著書(英文)の場合>

著者名 3名+etal :引用章タイトル. In書名(編集・監修者名 ed)，pp始頁殺頁出版社，出版地(発行年)

図(写真)の説明

ロタイトルがある

口説明がある

ロタイトルおよび説明を英語表記とする

図(写真)

口図・写真中の単語を英語表記とする

口文字サイズ・フォントを考慮して作成する

口図番号を明記する ※写真は図とする

口希望する印刷法(カラーまたはモノクロ)を明記する

口手札サイズの写真はA4判用紙に貼る(四隅のみ糊付け)

口同じ図番号の場合は出来るだけ同じ用紙におさめる

ロカラー印刷希望の場合は出来るだけ1頁におさめる ※出来上り 1頁60，∞0円

く転載の場合>

口出典元情報を明記する

口車道t許諾を得る ※転載許諾書をご提出下さい

表

ロタイトlレカtある

口説明がある

口表中の単語、タイトルおよび説明を英語表記とする
署名

東京女子医科大学学会/中央校舎 3階学会室(内線22314)





rOne Manuscriptsとは…
アクターやWebof Science@、EndNote@で、世界

トムソン・ロイター社が開発したオンライン論文

テムScholarOneManuscriptsは、研究サイクル

とピアレビューをサポー卜するツールです。

投稿・査読の処理を便利に一元管理するととが

多くのユーザーから選ばれ
直感的で、分かりゃすいインターフェイス、豊富な

なカスタマイズ性…。選ばれる理由はさまざまです

システムとの大きな違いは「お客さまのご負担を

少なくし、よりよいジャーナル出版のお手伝いをする

明確なポリシーのもと、フルサポー卜でご提供してし

点です。現在、世界で4，300誌以上のジャーナル、

の学協会にご利用いただいております。

ら運用、管理までフルサポート!
会様に提供してきた実績と経験から、あらゆる問題解決

対処やご提案ができるよう、万全の体制が整っています。

カスタマイズも経験豊かなスタッフがご要望をお伺いし、

えでお渡ししております。

構成や設定変更等も弊社にて管理しますので、お客様の

"_""'r更になる場合も、混乱なくスムーズに引き継ぎが行えます。

圃

閉会全性
議韓議欝 03・3910・4311

sm-201206 
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「効能・効果」、「用法・用量」、「警告・禁忌を含む使用上の注意j、「用法・用量に

関連する使用上の注意j等詳細については、製品添付文書をと参照ください。

資料請求先

Sミ
at the Front Line 

CHUGAI ONCOLOGV 

バイエル薬品株式会社
大阪市北区梅田2-4-9〒530-0001
http:グwww.bayeκco.jp/byl

2015年3月作成
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瑞息治療配合剤処方せん医薬品注薬価基準収載|効能効果、用法・用量、禁忌、原則禁忌を含む使用上
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新しい哨息治療記合剤フルティフォームのすべてがわかる医療
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http://www.flutiform.jp 
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尋常性ざ嬉治療配合剤
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Duac@ Combinalion Gel起訴3331LLル

製造販売元(輸入)

グラクソ・スミスクライン椋式会社
〒151“8566 東京都渋谷区千駄ヶ釜 4-6-15

グラクゾ・スミスクラインの製品に関するお問い合わせ・資料請求先

TEL: 0120-561・007(9:00-18:00/:土日祝日及び当社休業日を除く)

FAX: 0120-561・047(24時間受付)

作成年月 2015年3月

l薬価基準未収型車|

「効能・効果」、「用法・用量」、「禁思を含む使用
上の注意」等は、添付文書をご参照ください。
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